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レ— リ— 家の 祖先 は 一 六 六 〇 年頃 エセックス 

(Essex) 州の モルドン (Maldon) 附近に 若干の 水車 

こな ひきぎよう 

を 所有して 粉 磨 業 を 営んで いた。 一七 二 〇 年頃 タ ー 

リ ン グ (Terling) に 新しく 住家 を 求め、 その後 

闩 erling Place の 荘園 を 買った。 その 邸宅 はもと ノ 

リッチ 僧正 (Bishops of Norwich) の 宮殿であった。 

その後へ ンリ— 八 世の 所有と なった こと もあった。 そ 

の 時の 当主 ジョン • スト ラット (John は 

Maldon からの M. P. として 選出され た。 この 人の 長 

子 は 早世し、 次男の Joseph Kaldenstmtt (一七 五八 

I 一 八 四 五) が 家 を 継いだ。 彼 は 陸軍 大佐と なり 王党 



の 国会議員 となり、 Duke of Leinster の 娘の I, ひ dy 

Fitzgerald と 結婚した。 これが ここに 紹介し ようとす 

る 物理学者 レ ー リ ー 卿の 祖父で ある。 勲功に よって 貴 

族に 列せられ ようとい う 内意が あ つ たが 辞退した ので、 

爵位 は その 夫人に 授けられ、 夫人から その 一 人 息子の 

Jotm James Strutt ( 一 七 九 六 I 一 八 七三) に 伝えられ 

た。 これが 最初の Lord Rayleigh となった 訳で ある。 

l^ayleigh は 附近の 小 都市の 名で、 口調が いいと いう 

だけの 理由で この 名 を 採用した ものら しい。 彼 は 

Clara Elizabeth La Touche Vicars と 結婚して、 

Langford に 住んで いた。 ここで JcAn William 



が 生れた。 これが すなわち 物理学者の レ— リ— 卿で あ 

る。 

レ— リ— の 血筋に 科学的な 遺伝が あると すれば それ 

がいせき 

はこの 外戚の ヴ イカ ー ス 家から 来て いるら しい。 すな 

わち 外戚 祖父と その 兄弟 は 工兵 士官で あり、 また 外戚 

祖母の 先祖に も 優れた 砲 工兵の 将官が 居た。 また 祖母 

Lady Fitzgerald は 有名な ボイル ( 1^0 t-ert Boyle) の 

兄弟の 裔だ そで ある。 

一 八 四 二 年の 十 一 月 十二 日に John Willam を 生ん 

だとき に 母 は 年わず かに 十八 歳であった。 そうして こ 

なな つ き) ^ 

の 子 は いわゆる 七月 子と して 生れた ので ある。 三 歳に 



Eton に 行った が、 疱瘡に 罹り また 百日咳に 煩わされ 

たりした。 それで Wimbledon Common にあった 

George Murray という 人の 私塾の ような 学校に 入つ 

て、 そこで 代数 や 三角 や 静力学 初歩 を 教わった が、 そ 

の 頃から もう 彼の 優れた 学才が 芽 を 出して 師を 感嘆 さ 

せた。 同時にい たずら 好きの 天分 を も 発揮して、 ガス 

管内に 空気 を 押し込み、 先生の 祈禱が 始まる と燈 火が 

自然に 消える という 趣向 を 案出し 実行した。 その 頃 彼 

の 父 は 彼に 農業の 趣味 を 養うた めに 郷里で 豚 を 飼わせ、 

その 収入 を 彼の 小 使 銭に 充てた。 この 銭 は 多く は 化学 

材料 を 買うた めに 費やされ、 ある 時 は 燐で 指 を 焼いた。 



後年 ケルヴ イン 卿が 化学 会 の 晚餐 演説 で この 事 を 引合 

に 出し、 レ— リ— 卿 は 十二 歳のと きに 燐で 指 を 焼いた 

やけど 

そうだが、 自分 は 八十 二 歳のと きに 全く 同じ 火傷 をし 

たと 云った。 

十四 歳のと き： Harrow に 入った が、 二 年 級に なって 

から 胸の 病 を 得て 退学した。 生命 もどう かと 気遣われ 

たが 幸いに 快癒した ので 今度 は ズ ev. G. T. Warner の 

学校に 入って そこで 四 年間の 修業 をした。 その 間に 一 

度 camt-ridge の TYinity College における ある 

Minor Scholarship の 試験 を 受けた が 失敗した。 師の 

earner は 「今度 はいけ なかった が 決して 二度と は 失 



敗し まい」 と 云った。 その 頃の 彼の 悪戯の 傑作 は、 

Milton の sonnets を そのまま 自作の ような 顔 をして 

田舎 新聞 に 投書した ことで ある。 勿論 新聞 は 夢 にも 知 

ら ずに それ を 掲載した。 

十五 歳の 頃から 写真 を 始めて かな リ身を 入れて やつ 

た。 その外の 娯楽 は 乗馬、 クリケット、 フ ー トボ— ル、 

ク ロケ ー、 射的な どであった。 その 頃 彼 は 休暇の 度に 

近親の 年上の 誰かに 淡い 恋をした が、 次の 休暇に は 前 

の 恋人 はすつ かり 忘れて、 また 別の 初 恋をする ので 

あった。 また ある 時 は 若い 婦人に 扮 装して 午餐会に 現 

われ、 父の 隣席に 坐って 一座 を 驚かせた。 



いよいよ Cambridge に 入った。 貴族の 子弟で ある 

ので、 Fellow Commoner として 入学した。 しかし 極 

めて 質素な 生活 をして いた。 ここで 有名な Routh の 

下に 厳しい 数学的 訓練 を 受けた 事が、 後年の 彼のた め 

に 非常に 有益であった こと は 彼 自身 も 認めて いる。 そ 

の 頃 彼 はよ く 長椅子に 凭れて ぼんやり している ことが 

あった。 友人に は、 面白い 作り話 を 考えて いるんだ と 

云った が、 実は 数学の 問題 を 考えて いたらし い。 彼 は 

生涯 喫煙 はしなかった。 

一 八 六 四 年の 秋に は sheepshanks Exhibitioner に 

選ばれた。 これ は 大変な 名誉な ことで あつたが、 これ 



について 母に 送った 手紙に は 「試験官が 私の 書いた ナ 

ン センスに 感服した の は 可笑しい」 とあった。 この 秋 

から 彼 は 始めて スト ー クスの 光学の 講義に 出席し、 特 

に その 講義で やって 見せる 実験 を 喜んだ。 スト— クス 

の 考え方 や 表現の 仕方が す つ かリ 気に入つ てし まった。 

そのうちに Mathematical Tripos の 試験が 近づいた。 

彼の 伯母が 心配して 師の ラウスに 見込み を 聞いたら、 

ラウス は" Hell dp" と 答えた そうで ある。 

在学 中の 彼 は 試験官の 銘々 の 癖 をよ く 呑 込んで、 例 

えば トド ハン タ ー 先生の 出す 問題 を 予知した りした。 

ある 試験官 は 「スト ラット の 答案 は 多くの 書物よりも 



いい」 と 云った。 

一 八 六 五 年の 正月に 彼 は 遂に Senior wrangler の 

栄冠 を 獲た。 その 表彰式に 彼の 母 も 参列した が、 人々 

は 「我 Senior Wrangler の 姉 君」 のために 万歳 を 三唱」 

した。 実際 母 は 彼より ただ 十八 歳の 年長者で あつたの 

きょ. つりよ 

である。 彼の 郷閭の 人々 のうちに は 彼の 学者と して 

立つ 事が 彼の Lord としての 生活と 利害の 相反す る こ 

と を 恐れる もの もあった。 この 学位 を 得た 後に 二人の 

友人と イタリア 旅行 をした が、 美術 見物に は 大した 興 

味がない ようであった。 

一 八 六 五 年の 四月に 始めての 講演 をした。 ひどく 



「はにかみや」 であった ので この 時の 演説 はよ く 聞き 

取れない くらいであった。 しかし 晚年 はかなり 講演が 

うまくな り、 政治 演説な ども 相当 有効に やっての ける 

ようにな つ た。 

自分の 研究 をす る 自由 は 得た が、 実験 を 始めようと 

しても 器械 や 道具が 手に入れられなかった。 定性分析 

の コー スを 一 学期 やらせて もらった くらいの もので 

あった。 しかし 読物に は 事 を 欠かなくて マ クスゥ エル 

の 電磁気 論 (一 八 六 五) や、 マ クスゥ エル 及び ヘルム 

ホルツの 色の 研究、 それから スト ー クスゃ ウイ リア 

かたわ 

ム • タム ソンの 主要な 論文 を 読み、 傍ら また ミルの 論 



理学 や 経済 論 を 読んで いた。 

一 八 六 六 年 二十 四 歳で Trinity の Fellowship を 獲 

た。 その 頃の 友人の 中には George Danvin も 居た が 

違った 方面の 友で は Arthur Balfour すな わち 後の 首 

相 バルフ ォ— ァ 卿と 親交 を 結んだ。 これが 彼の 生涯に 

大きな 影響 をす る ことにな つたので ある。 

一 八 六 七 年の 八月に 始めて 大西洋 を 越えて アメリカ 

の 旅 をした。 帰って みると 彼の 郷里で は チフスが 流行 

していた ので 家族と ともに 五 マイル 離れた 闩 ofts へ 転 

とど 

地し、 父の レ— リ— 卿が ただ 一 人 Terling に 止まって 

いた。 これが 動機と なって 後に この 荘園 内に あった 



「白鳥 池」 を 利用して 水道工事が 出来、 これが 後に 水力 

学の 実験に 利用され るよう になった ので ある。 

その 頃 彼 は 国会議員 として 政治 生活に 入る ように 彼 

の 父 その他から も 勧められた。 政治に 対する 興味 はか 

なり あつたが 国会議員 として 立 つ 事 は 好まなかった。 

そうして テ —„ ^や マク スゥェ ル などと 文通 をしながら 

研究 をして いた。 また チヤ— ルス. ダ —ウィンと も 知 

合に なった。 後年 彼の 書いた ものの 中に こんな ことが 

ある。 「 一 八 七 〇 年にダ ー ウィンと 一 緒に なった とき、 

ある アメリカ人から よこした 手紙の こと を 話した。 そ 

れは 『失礼です が 貴方の 顔が 著しく 猿 に似てい ると い 



う 事実が 貴方の 学説 を ひ どく 左右した の だと 思い ま 

す』 というの であった ご 

一八 六 八 年の 米国 旅行から 帰って から、 彼 は 自分の 

実験に 着手した。 ルム コル フ コイル、 グロ— ヴ 電池、 

無 定位 電流計、 大きな 電磁石、 タム ソンの 高 抵抗 ガル 

ヴァ など を 買 入れた。 最初に やった 実験 は、 電流計の 

磁針が 交流で ふれる ことに 関する ものであって、 その 

結果 は 同年の British Association で 報告して いる。 

その外の 実験 は 色に 関する もの や、 電気 感応と 惰性と 

の アナ ロジ— などに 関する もので、 これに 関する マク 

スゥ エルとの 文通が 保存され ている。 



一 八 七 一 年に、 ケンブリッジに 新設され た キヤ ヴェ 

ンデ イツ シ 講座に 適当な 人 を 求める 問題が おこった。 

その 時レ ー リ ー から マ クスゥ エルに 送った 手紙 を 見る 

と、 ウィリアム. タム ソン は 決定的に 辞退した から、 

是非とも マク スゥェ ルが 就任して くれる ようにと 勧誘 

している。 その 手紙の 中で こう 云って いる。 「この 地 

位に 望ましい 人 は、 ただ 講義 をす る だけの 先生で はな 

くて、 実験に 体験 を もった 数学者で、 そうして 若い 学 

者 達の 活動 を 正しい 道に 指導す る ことが 出来る 人で な 

ければ ならない ご マ クスゥ エル は 遂に 承諾して 最初 

の Cavendish Professor となった。 その 年に タム ソ 



ンが ヘルムホルツに 送った 手紙に よると、 もし マクス 

ゥ エルが 断ったら、 この 椅子 はレ— リ— に 廻る ので 

あったら しい。 

この 年に マ クスゥ エルの 紹介で、 共鳴に 関する 彼の 

論文が Phil. Trans. に 出た。 この 論文が 評議会 を 通過 

した こと を 告げた の は、 ソ リス ベリ— 卿であった。 「こ 

わ とく リ 

の 間 評議会で 君の 破れ 徳利が 出た よ」 と 云った そうで 

ある。 これが 音響に 関する レ ー リ ー の 研究の 序幕と 

なった ので ある。 彼が 音響の 問題に 触れる ようになつ 

た 動機 は、 ある 先生から 是非とも ドイツ語 を 稽古し ろ 

と 勧められ、 その 稽古の ために ヘルムホルツの 



Tonemspiindungen を 読んだ のが 始まり だそう であ 

る。 この 最初の 研究 実験 はタ ー リングの 邸宅の 古い グ 

ランド ピアノの 上で 行われた ので ある。 

色の 研究 をして いるう ちに、 空の 色の 影響に 気が付 

き、 それから、 空の 色 そのものの 研究に 移り、 ついに 

有名な え- T 〔# 「4〕 は 上付き 小文字〕 の 方 則に 到 

達した。 そうして クラウジウス や ティンダルの 説 を 永 

久に 否定して しまった。 

これより 先、 一八 六 九 年に ロンドンで 彼の 学友 ァ— 

サ！ バルフ ォ ー ァの 二人の 姉妹 エリ— ノア 



(Eleanor) と イヴ リン (Evelyn) とに 紹介され、 その 

後 しばしば 出 遭う 機会が あ つ た。 イヴ リン は 音楽 を 好 

ん でいた ので、 レ— リ— は ヘルムホルツの 書物 を 貸し 

て やり、 それが 二人に 共通の 興味 ある 話題 を 提供した。 

その 頃 彼はソ ルス ベリ— 卿の 実験室 を 訪れて 磁気に 関 

する 実験 を 見せられ たりした。 その 時 母に 送った 手紙 

に 「あんなに 不器用で は 実験 家と して 成 効し そう もな 

い」 と 云って この 政治家の 余技 を 評して いる。 この頃 

また グラド スト— ン にも 会った。 そうして この 大政 治 

家の 能力と 独創的 天分と に 感服す ると 同時に、 科学的 

考察 力の 欠乏 を 認めた。 グラド スト ー ンは 雪が 長靴の 



革 を 滲透す る 特殊な 力が あると いう こと を 主張した。 

レ ー リ ー は、 それ は 靴の 上部に かかった 雪が 靴の 中へ 

落ち込む の だと 云って 説明した が、 結局 どうしても 了 

解 を 得る ことが 出来なかった。 

一 八 七 一 年の 五月に イヴ リン • バルフ ォ ー ァと 婚約 

し、 七月 十九 日に 結婚式 を 挙げた。 大学に おける 

fellowship は 未婚者の みに 許される と いう 規則で 

あつたので、 結婚と 同時に 大学との 縁 は 切れる ことに 

まさ 

なった。 これ は 「将に 来らん とする 私の 生活の 転機の 

暗黒面 だ」 と 云った。 新婚旅行の 途次に エディンバラ 

の British Association に 出席し、 そこで 始めて ウイ 



リ アム • タム ソン ゃテ— トと 親しく 言葉 を 交わした。 

旅行 後タ— リングに 帰って 秋と 冬 を 送った。 その 間に 

彼等の 新 家庭 を 営む ベ き Tofts F§0 Baddow にお 

ける 邸宅の 名) の 工事 を 監督す るた め 毎週 二、 三度 は 

こま 

新郎新婦 駒 を 並べ て 出かけて 行 つ た。 

一 八 七 二 年 正月 ケント 州の roedgebuly の 親戚の 宅 

で 泊って いるう ちに 劇烈な 熱病 (rheumatic fever) に 

こころち と 

罹り、 一事 は 心許ない 容態であった。 関節と 肺と を 

冒された のであった。 幸いに 治癒した が、 急に 年 を 

取った ように 見えた。 

Tofts の 新居に 実験室 を 造ろうと 考えて マク スゥェ 



一 一年の 十二月 十二 日から 翌年 三月 中旬に わたる 単調な 

船 住い をつ づけた。 この 退屈な 時間 を 利用して 彼 は そ 

の 名著 Theory of Sound の 草稿 を 書いて いた。 午前 

中 は 大抵 キャビンに 籠って この 仕事に 没頭して いた。 

しかしす つかり 戸口 を 締め切つ て蠅を 殺して しま つ て 

から 仕事に かかる 必要が あつたの である。 義姉の ェ 

リ— ノア はレ— リ— の 机の 前に 坐って 彼から 数学 を教 

わって いた。 どんな 面白い 見物が あっても 午前中 はな 

かな か 上陸しょう としなかった。 午後に は デッキへ 出 

て エジプト コー ヒ— をす すりながら、 エジプト ロギ ー 

を ひやかし などした。 



帰途 は ギリシアから ブ リンデ イシ、 ヴェ ニス を 経て 

一 八 七三 年 五月 初旬に ロンドンに 着いた。 そうして 

ァ— サ ー . バルフ ォ— ァの 近頃 求めた NP4 Carlton 

Gardens に 落着いた。 これが 晚 年まで も 彼の ロンド 

ン での 定宿と なり、 ほとんど 毎年 数 週ない し 数 月 を こ 

こに 送る ことにな つたので ある。 

旅から 帰った 翌月、 すなわち 六月 十四日に 彼の 父の 

レ ー リ— 卿が 死んだ。 これ は 彼に とって 大きな 悲しみ 

であった の みならず、 父の 遺産の 管理と い う 新たな 責 

任が 彼 の 科学的 生活 の 前途 を 妨げ はしない かとい う 心 

配が あった。 



一 八 七三 年の 秋に 新しき レ ー リ— 卿と なった 彼はト 

やしき 

フッの 邸から 父祖の 荘園 タ— リングに 移った。 それ 

まで は 石油 ランプ を 使って いたの を ガス 燈 にし、 また 

実験 用の 吹管 や 何 かに 使用す るた めに、 新たに 自家用 

の ガス 発生 器 を 設備した。 その他に は 客間に あった ォ 

ルガ ンを 書斎に 移した くらいで、 外に は 別に 造作 を 加 

える ような こと はしなかった。 晚 年に 到る まで、 彼 は 

この 旧宅に 手 を 入れる こと は 容易に 承諾し なかった。 

そうして 彼の 幼時の 思い出の かかって いる 家具の 一 つ 

でも 取 除け る こと を 許さなかった。 

この 年に 彼 は F. R. S. に 選ばれた。 そうして 一 八 七 



四 年から 一 八 七 九 年まで は 平穏に タ— リングの 邸で 暮 

していた。 一八 七 四 年の 夏 頃 始めて いわゆる 心霊現象 

(spiritualistic phenomena) の 研. Sk に 龃ハ味 を も つよう 

になった。 それ は クルックス (w.crookes) が この 方 

面の 研究に 熱心で あつたのに 刺戟され たもの らしい。 

彼 は、 もし これらの 現象が 本当で あれば、 それ は あら 

ゆる 他の 科学的の 発見よりも 遥かに 重要で あると 考え 

たのであった。 しかし 色々 の 実験に 立 合ったり した 結 

果は彼 を 失望 させた。 もしそう でなかったら、 彼 はお 

そらく 生涯 を この 方面の 研究に 捧げた かもしれ ない と 

いう ことで ある。 しかし 彼が 最後まで この 方面の 興味 



を 捨て 切れなかった こと は、 彼の 死んだ 年 一九 一九 年 

に 心霊現象 研究会の presidential Address を やって 

いるの を 見ても 分る であろう。 何事 も 容易に 信じない 

代りに、 また 疑わしい もので も 容易に は 否定 しないの 

が 彼の 特長であった。 

一 八 七 五 年に 上院で 演説 を させられた。 それ は 衛生 

問題に 関する ことで あつたが、 云いたい と 思う こと は 

皆 口止め されて 結局 何も 云う ことがなくて 困った と 

云って こぼした。 これ はソ リス ベリ— 卿が 彼 を 政治 界 

へ 送り出す 初舞台と してやらせたら しいので あるが、 

当時 既に レ— リ ー の 心 は 科学の 方へ 決定的に 傾いて い 



一 八 七 五 年 八月、 ブリストルの 大英 学術 協会に 出席 

中に 郷里から 電報で 呼び かえされた。 彼の 長子で 現在 

のレ— リ— 卿た る Robert Jo ば n Strutt が 生れた ので 

あった。 

一 八 七 五 年から 七 六 年に わたる 冬の 数 箇月 間ビ— 

チヤ ム • タヮ— (Beaucilamp Tower) という ェ ンジ 

ニァ— を 助手と して 水力学の 実験 をした。 この 人 は 有 

名な フル— ド (William Froude) の 弟子であった。 前 

に 述べた 「白鳥 池」 を 利用して 水力 実験室 を 作り、 色々 

の 形の 穴から 水 を 流出させる ときの 孔 内の 圧力 分布 を 

測ろうと いうので あった。 この 実験 は その後に マロ ッ 



ク (ArnulrA Mallock) が 完成し、 而 して レ— リ ー の 

理論的の 計算と 一 致す る 結果 を 得た。 

一 八 七 六 I 七 七 年の 冬に は、 やはり フル— ドの 弟子 

で、 また 親戚であった 前記の マロック を 助手と して 液 

体力 学の 実験 をした。 不思議な ことに はこの 時 やった 

実験の こと をす つかり 忘れて しまって、 四十 一年 後に 

な つ て 同様な 実験 を やる ことの 提案 をして いる。 

タヮ ー や マロックの ような、 自分で 独立の 研究の 出 

来る ような 人 は 彼の 助手と して は あまり 適当で なか つ 

た。 それで 一 八 八 〇 年まで は 全く 助手な しで 独りで 実 

験して いた。 しかし 後で はや はり 助手の なかった 事 を 



悔いた。 

一 八 七 六 年の Cambridge Mathematical TYipos の 

試験に は 補助 試験官に 選ばれた。 その 試験問題の 討究 

のために 試験官 仲間 をタ ー リングに 招待した が、 その 

ために ソ リス ベリ ー 卿と ディ ス レリ ー との 和解の 饗宴 

という 歴史的の シ ー ンに 出席す る 機会 を 逸した。 レ— 

リ— の 出した 試験問題 (coll.pap.,l,p.280) に は オリ 

ジナル な 点が あった。 問題が 急所に 触れて いてた だの 

elegant academic exercise て は， 力 つた。 

一 八 七三 年に レ— リ— が 家督 を 相続した 頃 は 農業 も 

相当 有利で あつたが、 一八 七 四 年に 外国 貿易の 頓挫し 



農業に 関する 知識 は 相当に あって、 人工 肥料の 問題 

にも 興味が ぁリ、 この 点で は 却って 旧弊な 執事 等より 

進取 的であった。 

弟の Edward ^3.^ が 大学 卒業後 農事に 身 を 入れる 

ようにな つたので、 一八 七 六 年に 家産 全部の 管理 を 弟 

に 一任し、 生涯 再び 家事に は 煩わされなくても いいよ 

うにな つた。 この 時 弟の エド ヮ— ド はわず か 二十 二 歳 

であった ので ある。 吾々 はこの エド ヮ— ドに 感謝した 

い 気がする。 

一八 七 七 年の 春 は マデイラへの 航海 をした。 昔 夫人 

の 父が 肺病で ここに 避寒に 行って 亡くなつ たので ある。 



その 時の 乗船に ケルヴ インの 羅針盤が 一 一 一 台 備え てあつ 

た。 タム ソン はレ ー リ— に 手紙 を やって、 どうか この 

器械 を 見て 意見 を 聞かせて くれと 頼んだ。 その 手紙に 

添えて 彼の 測深 器の 論文 も 送る と ある。 マデイラの 断 

崖で 気流の 実験 をして 鳥の 飛翔の 問題 を 考えたり した。 

帰途 プリ モ— スに 上陸し、 そこから フル— ドの 船型 試 

験 室 を 訪問した。 レ— リ— は フル— ドの 才能と 人柄 を 

尊敬して いた。 一 一人の 行き方 は どこか 共通な ところが 

あった。 最も 簡単な 推理に よって 問題の 要点 を 直進す 

ると ころが 似て いると、 今の レ— リ ー 卿が 評して いる。 

一 八 七 八 年の 五月に 王立 研究所 (Royal Institution) 



で 色に 関する 講演 をした。 十月 二日に は 次男の 

(後に 海軍 士官) が 生れた。 一 八 七 八— 七 九 年 

に は 王立 研究所の 評議員 を 務めた。 

一 八 七 七 年に 彼の Theory of Sound の 初版が マク 

ミラン (Macmillan) から 出版され た。 一 八 七三 年の 

ナイル 旅行の 船中で 稿 を 起した のが、 足 かけ 五 年 目に 

脱稿した ので ある。 書いて 行く 間に 色々 の 新しい 問題 

が 続出す る、 それ を 一 々追究して は その 結果 を 別々 の 

論文で 発表して いた。 この 著書の 草稿 は Mathem. 

TYip の 試験 答案の 裏面 を 利用して 書いた のであった。 

ヘルムホルツ は 『ネ— チ ユア—』 誌上に この 書の 紹介 



を 書き、 この 書 は 正に タム ソン I テ— トの 『物理学』 

に 比肩すべき 名著で あると 云った。 タム ソン I テ — „ r 

の 書物が 遂に 完結せ ずに 了った 一 つの 理由 は、 レ— 

リ— のこの 書と マ クスゥ エルの 『電磁気 学』 が 出て、 

それで 大体 書く ベ きこと は尽 された からと いうので 

あった。 これ は タム ソン 自身の 言明した ことで ある。 

ヘルムホルツ もまた 出版者 もこの 『音響 論』 の 第三 巻 

を 書く こと を 勧め、 自分で も その 気 はあった が、 遂に 

書かずに 了った。 しかし 再版のと きに 色々 な 増補 をし 

た。 



レ— リ— の 初期の 研究の 中で、 かなり 永い 間の手し 

おに かけて 育て上げた ものの 一 つ は、 廻 折 格子の 問題 

と 分光器の 分解能 (resolving power) に関する 問題 

とであった。 初めは 大きく 画いた 格子 を 写真で 縮写し 

ようと 試みた がう まく 行かなかった。 しかし その 研究 

の 副産物と して いわゆる zone plates (光 を 集中す る 

円形 格子) を 得た。 しかし、 別に 発表す る ほどの 珍し 

いこと とも 思わなかった らしい。 それから 四 年後に ソ 

レ ー (solet)、 七 年後に ウッド (Rw.wood) が これに 

ついて 論じた ので 世に 知られた が、 レ ー リ ー の やった 

こと は 誰も 知らない。 



当時の 格子と 云えば ナ ベルト (Nabert) の 作った ガ 

ラス 製の ものし かなかった。 オング ス トレ ー ムの 太陽 

スペクトルの 図版 もこれ で 取った のであった。 レ— 

リ ー は 縮写に 失敗した 後 (一八 七 一)、 この ガラス 格子 

を 写真 種板に 直接に 重ねて 焼付ける こと を 試みたら す 

ぐ 成 効して たいそう 嬉しがった。 粒の 粗い 今の ゼラチ 

ン 乾板で はお そらく 不成 効であった であろうが、 タン 

ニン、 蛋白、 塩化 コロジ オン を 使う 古い 方法が 丁度 適 

当であった ので ある。 また 重 クロ — ム酸 ゼラチン 法 を 

用いて 著しい 結果 を 得た。 そうして 透明な 棒の 生ずる 

光波 位相の 反転に 気付いた。 この 考え は 後に 発展して 



階段 格子 (§ctielon grating) となった ので ある。 

その後 アメリカで 口 — ランド、 マイケルソン、 アン 

ダ ー ソン 等に よって 優秀な 金属製 格子が 作られ、 また 

ソ ー プ、 ゥォ ー レス (Tliorpe & Wallace) の セル ロイ 

ド踌 型な どが 出来て、 レ ー リ ー の 転写 は 実用に はなら 

なくなった。 しかし レ— リ— の 貢献 はこの 研究から 導 

かれた 分光器の 分解能に 関する 理論的 研究で あつ た。 

今から 見れば 誰でも 気の 付きそう な この 問題に 当時 ま 

だ 誰も 気が付いて いなかつ たので ある。 レ— リ— は 五 

年 かかって この 研究 を 完成し、 格子の みならず、 プリ 

ズムの 場合 を も 補足した。 これらの 結果 を 纏めて 



Hiil. IVEag. に 出した とき "I wonder h5w it will 

others. Ho me it now seems too otivious." と 信び" 

中に 書いて いる。 これ も 一 つの コロン バスの 玉子で あ 

ろう。 

一 八 七 九 年の 十 一 月 五日に マ クスゥ エルが 死んだ の 

で、 ケンブリッジ では キヤ ヴェ ンデ イツ シ 講座の 後任 

者が 問題と なった。 ウィリアム. タム ソン は 到底 引受 

ける 見込がなかった ので、 人々 の 目指す ところ はレ— 

リ ー 卿であった。 タム ソン はレ ー リ ー に 手紙 を 書いた。 

「自分 は 生涯 グラス ゴ— を 離れられない 因縁が ある。 

貴方が 引受け て くれれば 誠に 喜ば しい。 しかし 教授の 



助 を 得て、 簡単で 安い ガル ヴァ など を 沢山 作らせる こ 

とが 出来た。 

マ クスゥ エルから 引継いだ 助手 は、 事務家で は あつ 

たが あまり 役に立たなかった。 それが 間もなく 死んだ 

ので 後任 者 を 募集した ときに 出て 来たの がジョ ー ジ • 

ゴ ルドン (George Gordon) であった。 もと リヴァ 

プ ー ル の船ェ であった だけに、 木工、 金工に 通じてい 

たのみ ならず、 暇 さえ あれば 感応 コイル を 巻いたり、 

顕微鏡の プレパ ラ ー トを作 つた リ する ような 男で あつ 

た。 田舎 弁で 饒舌り 立てる に は 少し 弱った が、 しかし 

大変 気に入って、 これが とうとう 終りまで レ— リ ー の 



伴侶と なった ので ある。 レ— リ— の 立派な 仕事の 楽屋 

に はこの 忠実な 田舎 漢 のか くれていた 事 を 記念したい _ 

レ— リ— は 器械が 役に立ち さえ すれば 体裁な ど は 構 

わなかった。 それで ゴ ルドンが いよいよ 最後の 「仕上 

げ」 にか かる 頃に は、 早速 召し上げて 行って 使った。 

マ クスゥ エル 付きの demonstrator が 辞任した あと 

へグレ —ズブ ルックと ショ— (RT.Glazebrook & W. 

N.Shaw) が 就任した。 この 二人の 手 を 借りて 学生の 

実験 演習の 系統的な コ— スを 設立した。 この、 現在 我 

国の 大学で もやって いるよう な 規則正しい コ— スがケ 

ン ブリッジに 無かった ので ある。 この コ ー ス を 書物に 



纏めた のがすな わち Glazebrook & Sliaw ： practical 

Riysics である。 感じ 炎の 実験な どが あると ころに 

レ ー リ— の 面影が 出て いる。 

レ— リ— の 最初の 講義 は 「物理 器械 使用法」 で、 次 

は 「湿 電気 (galvanic electricity) と 電磁気」 であった。 

当時 まだ galvanic electricity などと いう 語が 行われ 

ていたの である。 聴講 者 はた だの 十六 人であった。 こ 

の 数 は 彼の 在職 中 あまり 変化はなかった。 当時の 思い 

出 を 書いた シジ ウィック 夫人 (レ— リ— 卿 夫人の 姉ェ 

リ— ノア) の 記事に 拠る と 「彼が 人々 の 研究 を 鼓舞し、 

また 自分の 仕事の 援助 者 を 得る に 成 効した 所以 は、 主 



に 彼の 温雅な 人柄と、 人の 仕事に 対する 同情 ある 興味 

とであった」。 彼 はこの 教授と しての 仕事 を 充分 享楽 

している よに 見えた。 「彼の 特徴と して、 物 を 観る の 

みのが 

に 広い 見地から 全体 を 概観した。 樹を 見て 森 を 見遁す 

ような 心配 は 決してなかった ご 「いつでも 大きな 方の 

はしつ こ (wgend) をつ かまえて かかった ご 「手製の 

ひっきょう 

粗末な 器械 を 愛した の も 畢竟 同じ 行き方であった。 

無用の もの は 出来るだけ なくして 骨まで 裸に する こと 

を 好んだ ご 

ナイルの 河 船で レ— リ ー から 数学 を 教わ つた エリ— 

ノア 嬢 は、 その後 シジ ウィック 夫人と なつてから はケ 



三 I 六 四 年に マ クスゥ エル その他の 委員に よって 設定 

された R A. 単位 は その後 コ— ル ラウシュ、 口 ー ラン 

ド、 ゥェ ー バ ー 等の 測定で 十二 パ— セントの 開き を 生 

じていた ので ある。 この 仕事に はァ— サ— • シュス 

タ ー が 加担し、 シジ ウィック 夫人 も 手伝った。 B. A. 

の 方法に よって 一八 八 一年に 得た 結果 は、 これと 同時 

にグレ ー ズ ブルックが 他の 方法で やった ものと よく 一 

致した。 また この結果が 熱の 器械 的 等量の 電気 的 測定 

の 結果と 器械 的 測定の 結果との 齟齬 を 撤回した ので、 

ジ ュ —ル はたい そう 喜んだ 手紙 をレ— リ— に 寄せた。 

しかし レ ー リ ー はこれ だけで は 満足せ ずに、 更に ロレ 



ンッ (Lorenz) の 方法に よって やり直し をして、 その 

結果 を 確かめた。 結局 三年 かかって 得た 彼の 結果 は、 

その後 多数の 優秀な 学者に よ つ て 繰 返された 測定に 

よ つ て も 事実上 なんらの 開き を 生じなかった。 

次に は アンべ— ァの 測定に かかった。 この 際 クラ ー 

ク 電池の 長所 を 認めて いわゆる H 型の もの を 工夫した。 

レ— リ— の 定めた この 電池の e. m. f. の 価 も その後の 

時の 試煉に 堪えた ので ある。 

電気 単位に 関する 国際的 会議の いきさつ はこ こに は 

略す るが、 この 問題に 関して レ— リ ー の 仕事が 重要な 

要石 となった こと は 明らかで ある。 



彼の 指導 を 受けて いた ジェ— • ジ ェ—. タム ソンが 

引続いて e. s. u. と e. B. u. との 比 を 測定す る ことに 

かかった。 タム ソンの 仕事ぶ リを 見て いた レ ー リ ー 

は "Thomson rather ran away with it." と 云って 一 

を この 若者の 手に 任せて しまった。 後進の 能力 を 認め 

これに 信頼す る ことの 出来ない 大御所 的 大家で はな 

かった ので ある。 

ケンブリッジ 在職 中の 私生活 も 吾々 に は なかなか 興 

味が ある。 ここで もソ リス ベリ ー の 別荘に 住んで いた。 

講義の ない 曰の 午前 はたいて い 宅で 仕事 をして いた。 

昼飯の 時には 子息の ためまた 自分の 稽古の ために、 な 



きつねび 

湖」 に 浮んだり、 公爵の 子供の 時に 見た という 狐火 

(will-o--the-wisp) の 話に 興味 を も つたり した。 

一 八 八 一 年 三月に trinity の Honorary Fellow に 

なった。 マ クスゥ エルの 後 を 継いだ ので ある。 丁度へ 

ルム ホルツ も 学位 を 受けに 来 合せて 夫婦連れで ニ晚 

泊った。 「ヘルムホルツ は 対話で は さっぱり 要領 を 得 

なかった が、 しかし 彼 は very fine ば ead を もってい 

る」 と 評した。 

一 八 八 ニ年サ ザンプ トンに おける 大英 学術 協会で は 

Section A の 座長 をつ とめた。 その 時の 座長の 演説の 

中に 物理学者の 一 一 つ の 流派、 すなわち 実験 派と 理論 派 



との 各自の 偏見から 来る 無用の 争い を誡 めた 一 節 は、 

そのまま 現代に も あてはまるべき ものである。 会の あ 

とで プリ モ ー スへ 行って そこで 始めて 電話と いう もの 

を 実見した。 そして 何よりも その 器械の 簡単 さに 驚い 

た。 「これ は 確かに 驚くべき 器械で ある。 しかし 大し 

た 実用に はなり そう もない」 と 云って いるの は 面白い 

一 八 八 二 年 十月に 発熱 性の リュ— マチスに 罹って 数 

週間 出勤が 出来なかった。 丁度 この 時に 王立 協会から 

恩賜 賞 (Royal Medal) を 貰った が 受取りに 出る こと 

が 出来なかった。 実験室で は グレ— ズ ブルックと 

ショ— が 引受けて いて 時々 病床へ 何 かの 相談に 来た。 



加減の いい 時 は 小説 『岩窟 王』 を 読んで いた。 二、 三 

年後 長子と 散歩して いたと きに この 話 をして 聞かせた。 

そして この 主人公の 復謦は クリス チャンと し て は あま 

り ひど過ぎると 云った。 

病後の 冬休みに は イタリアへ 転地し、 フロレンス 近 

くの バルフ ォ— ァ 家の 別荘に 落着 いた。 ピサの 傾 塔 や 

ガリ レ— の 振子よりも 彼 を 喜ばせた もの は その 浸礼 堂 

の 円 塔の 不思議な 反響の 現象であった。 

この 病気 は 時々 再発の 気味が あつたので、 再び 転 養 

のために ホン ブルク (Homlmrg) に 行った。 そこで 毎 

午前 は マ クスゥ エルの 色の 図に 対する 面倒な 対数表 計 



算を やった。 夫人が 一 々験算 をした。 レ— リ— はこう 

い う 計算 は あまり 得意 でなかった ので ある。 ホン ブル 

ク から ハイデルべ ルクへ 行つ て クインケ (Quincke) 

を 訪ねた。 ク 教授 は 新 醸の ワイン を 取 出して 能書き を 

並べた。 スイス 行 を 思い立って ムル レン (Murren) 

まで 行ったら 病気が 再発して 動け なくなった。 四日 目 

がき 

に 少しよ くな つたので、 四 人舁の 椅子に のって 山 を 下 

り 一路 ケンブリッジに 帰った。 それで 次の クリスマス 

の 休暇に は バス (Bath) に 行って 温泉 療養 をす る こと 

てのひら 

になった。 浴槽の 中で 掌 を 拡げた まま 動かす と 指が 

振動す る 現象 を 面白がった。 その 時に 浮んだ 考えが 三 



十 年後の 論文と なって いる (全集、 五、 p.315)。 

一 八 八 四 年 カナダの モン トリ オルで 大英 学術 協会が 

開かれた ときに レ— リ ー が 会長に 選ばれた。 当時 彼 は 

四十 一 一歳、 こんなに 若くて 力 resident になった 例 は 珍 

しか つた。 彼 は 承諾 はした が、 しかし その 

Presidential Address が 苦になり、 その 予想に うな さ 

れ、 そうして ひどく 悄気たり した。 ァ ー サ—. バル 

フォ— ァは 手紙で 彼 を 激励した。 「科学と 英国と 貴族 

と を 代表し なければ ならない」 と 云い、 また 眼前の 政 

治 的 危機に 対する カナダ 新聞 界の 判断 は、 レ— リ— の 

印象に よって 左右され るだろう と 云ったり した。 クェ 



ベ ック までの 航海 中の ある 夜 ロバ— ト • ォ— ス チンが 

ナンセンス 科学 演説 を やった。 レ— リ— はたい そう 感 

心し、 また 乗客の ある ものが それ を 本気に 受取って い 

るの を 見て 嬉しが つ ていた。 

いよいよ 彼の 座長 演説 を やる 日に、 入場券 を 持たず 

に 会場へ 行って 門番と 押し問答 を やった。 この 時の 演 

説の 一 部 は 科学者の 教育 問題に 触れ、 古典的 死語に 代 

えるべき 仏 独語の 効能 を 述べて いる。 また、 科学 は マ 

びゅうけん 

テリア リズムに 導く、 という 一 般的 謬見 を排 し、 計算 

や 実験 で は 解けな い "higher mysteries of being" の あ 

る ザ j と を 暗示した。 この 会の エキス ぺジシ ヨンで 彼 は 



インディアンの 国土 を 見舞 い 、 シ カゴ で 始め て 電車 を 

見、 また マイケルソン や 口— ランドと 親しく 言葉 を 交 

わし、 また エジソンの 有名な 昼寝 を 驚かした。 ケル 

ヴ インの 有名な Baltimore Lecture の 一 部に も 顔 を 出 

した。 これにつ いて レ— リ— が 後に 息子に こんな 話 を 

した。 「実に あの 講義 は 驚くべき 芸当だった。 午前の 

講義 を 聞いて いると、 たった今、 朝食のと きに 吾々 の 

話して いた 問題が もう 講義の 種子に なって いるの を 発 

見す る ことが しばしばあった ご また 母への 手紙に も 

この 講義が 「例の タム ソン 式で、 つまり 情熱 的で、 取 

り 止め もな く 声 を 出しながら 考える という 行き方」 で 



まって あった。 右手の 書架に は 学生 中の ノ— ト ブック 

が あり、 スト ー クスの 講義の 筆記 も その 中に あった。 

自著 『音響学』 が 一 部、 これ は 紙片に かいた ノ ー トが 

いっぱい 這^って いた。 彼が 何 かたいそう 熱心に 読ん 

でい ると 思ったら 大抵 自分の 書いた もの だと 云つ て 家 

族 達 はよ く 笑った。 室の 照明 は 私設 ガス タンクの ガス 

によって、 儉 約と 保守的な 気分と 面倒が りとの ために 

電燈 設備 をし な いでし まった。 

雑誌 類 は 人に 貸さなかった。 ケルヴ インが Riil. 

Mag. を 借りよう としたと きも 許さなかった。 古い 包 

紙 ゃボ— ル函ゃ 封筒な ども 棄 てずに 取って おいて 使つ 



に 移り、 死ぬ まで ここで レ— リ— の 片腕と なって 働い 

た。 村人 は 時々 「旦那 様の 遊戯 部屋」 の 「実験室」 に 

ついて ゴ ルドンに 質問し "dlat ain-t mucli TOOOd, is 

it?" などと 云った。 

ガス 比重 測定 は、 一八 四 五 年 レニ ョ— (：Regnault) 

の 発表した もの 以来 誰も やらなかった。 レ ー リ ー はレ 

二 ョ— の 実験に おける 浮力の 補正に 誤りの ある ことに 

気付いた ので、 もう 一度 詳しく やり直す 必要 を 感じた 

ので ある。 

てんびん しつ 

地下室の 中に 作った 天秤 室の 空気 を 乾かす のに、 毛 

布 を 使ったり したと ころに レ— リ— の 面目が 現われて 



いる。 二つの ガラス 球の 容積の 差 を 補正す るた めに 添 

えた U 字 管に、 眼に 見えぬ くらいの 亀裂が あつたの を 

気付かな いでいた ために 不可解な 故障が 起って、 ほと 

んど 絶望し かけた とき、 珍しい 低気圧が やって来て、 

その 時の 異常な 結果から やっと この 故障の 原因が 分つ 

たという ような 挿話 も あ つ た。 

酸素 対 水素の 比重に 関する 最初の 論文 を 出した の は 

一 八 八 八 年で、 つまり この 仕事 を はじめてから 三年の 

後で ある。 その後の は 一 八 八 九 年と 一 八 九 二 年に 出た。 

結果の 比 は 一 五. 八 八 二であった。 水素の 純度に つい 

て 苦心して いたと き、 デ ュヮ— (Dewar) はス ぺクト 



ル 分析 をす すめた。 それに 関する レ ー リ ー の 手紙に 

「スぺ クト ロスコ ピ ー の 泥沼に 踏 込む ことにな つても 

困る が」 と 書いて ある。 

この頃 『大英 百科全書』 の 第 九 版の 編輯が 進行して 

いた。 これに レ— リ— の 「光学」 と 「光の 波動 論」 が 

出る ことにな つた。 彼の 原稿が あま リ 専門的であった 

上に 予定の 頁数 を 超過す る の で 編輯 者の 方から 苦情が 

出た。 そのために 一 部 を 割愛して 後に "Aberration" 

と 題して 『ネ ー チ ユア—』 誌に 掲載した。 後日 彼 は、 

ある アメリカの 農夫が 『百科全書』 を 買って A から Z 

まで 通読して いると いう 噂 をして 「私の 波動 論 を どう 



片付ける か 見 もの だ」 と 云った。 

一 八 八 四 年に レ— リ— は 王立 協会の 評議員 をつ とめ 

たこと があった。 その後 当時の 幹事 スト ー クスが 会長 

になる ことにな つたので 後任 幹事の 席が あき、 それに 

レ ー リ ー が 推挙され た。 色々 の 雑務 をなる ベく 他の 人 

にやら せる からと いう 条件で 彼 を 説き伏せた。 主な 仕 

事 は 論文の 審査であった。 彼 は 四十 年 前の 審査員に 握 

ま 一 一 

リ 潰されて いた 論文 反古の 中から J. J. AVaterston と 

いう 男の 仕事 を 掘 出し、 それが ガス 論に 関す ジュ ー ル、 

クラウジウス、 マ クスゥ エルの 仕事の 先駆 をな してい 

る こと を 発見して、 これ を 出版し、 同時に 隠れた この 



著者の 行衛を 詮索した りした。 この 奇人 は 数年 前行 衛 

不明に なって いた。 

協会の 集会に 列席す る 以外 は 大抵 タ ー リングに 居て 

書信で 用 を 足した。 そうして 一 八 九 六 年まで 十 一 年間 

この 職 をつ とめた。 協会 幹事と して 彼 は ウイラ ー ド- 

ギブ スの酬 われざる 貢献 を 認め これ を 表彰した いと 望 

ん だが、 化学 方面の 評議員が 「あれ は 化学 じ やない」 

と 云って 承知せ ず、 ケルヴ イン 卿まで も 反対した。 

レ— リ ー はこう 云って こぼした。 「ケ ルヴ イン は、 自 

分の 考えが いろいろ あるから だろう が、 それなら それ 

で、 ちゃんと それ を 発表すべき だと 思う ご しかしず つ 



が 「三 四 二号、 口— ド • レ— リ—、 ァ—、 あの 牛乳屋 

か」 と 云って いるの を 聞いた 友人が あった。 ある 時 は 

営業 上 の 事で 警察 へ 呼ばれた が、 出頭し なか つたので 

五 ポンドの 罰金 を 取ら れた。 

酸素と 水素の 比重 を 定めた 次の 仕事 は 当然 窒素の 比 

重 を 定める ことであった。 その 結果が アルゴンの 発見 

となった の は 周知の 事実で ある。 空気から 酸素と 水素 

を 除いて 得た ものと、 Vernon-Harcourt 法で 得た も 

のとの わずかな 差違 を 見逃さなかった のが 始まりで あ 

る。 彼 は その 結果 を 『ネ— チ ユア—』 誌に 載せて 化学 

者の 批評と 示教 を 乞うた。 そうして あらゆる 方法で、 



キ ー と クルックスの 論文 も 出た。 同時に、 この 新 元素 

に対する 疑惑の 眼 も 四方から 光って いたた めに 色々 な 

不愉快 も 経験し なければ ならなかった。 後年 彼 は 「こ 

の 仕事で 得た もの は 愉快よりも むしろ 苦痛の 方が 多 

かった」 とつぶ やいて いた。 しかし 模範的に 周到な 注 

意に よって 築き上げた 結果 は、 時の 試練に 堪えて、 あ 

ら ゆる 懐疑 者 は 泣寝入り となった。 アルゴンに 次いで 

他の 稀 有 ガスが 発見され た。 今日 我 帝都の 夜 を 飾る ネ 

オン サイン を 見る 時に、 吾々 はレ— リ— 卿の 昔の 辛苦 

を傯ぶ 義務 を 感ずる であろう。 

一 八 九 四 I 九 六 年に 『音響学』 の 第二 版が 出た。 こ 



れに 増補され た 交流に 関する 章の 一 節 は、 十 年 ほど 前 

に大英 学術 協会に 提出した ものであるが、 その 時 どう 

した 訳 か 出した 論文 原稿に 著者の 名が 抜けて いた。 審 

査 委員 はつ まらぬ 人の 寄稿 だと 思って 危うく この 論文 

を 落第 させよう とした。 しかし 著者の 名が 判って から、 

早速 及第と いう ことにな つたので ある。 

一 八 九 五 年に 彼 は 再び 心霊現象の 実験に 携わった が、 

やはり 失望す る 外はなかった。 この 年の 八月に は 

Dieppe で 疲労 を 休めた。 その 時 母へ の 手紙に "I 

suppose however &s one-s tirain lias a chance of 

recruiting itself." と 書いた。 



一 八 九 七 年に 王立 研究所 (Royal Institution) の自 

然 科学 教授に なった。 先任者 ティンダル が 病気 で やめ 

た その後 を 継いだ ので ある。 主な 仕事 は 毎年 復活祭の 

前の 土曜の 午後 六 回の 講演 をす るのと、 その外に 一 回 

金曜の 晚 専門的な 研究 結果の 講演 をす る だけで あ つ た。 

講義に は 色々 の 実験 を やって 見せる ので その 助手に は 

例 のゴ ル ド ンが 任命され た。 ここの 設備 は 極め て 貧弱 

で、 例えば 標準 抵抗 一 つ さえなかった。 午後の 通俗 講 

演の 聴衆 三百 人 ほどの 中には 専門家 も 居れば 素人 も 居 

た。 彼 は 一枚の 紙片に 書いた 覚え 書に よって 講演し、 

実験 を やつ て 見せる 時にはち よ つ と 手品師の ような 所 



作 をして 聴衆 を 喜ばせた りした。 一 八 九九 年 この イン 

ス ティ テュ— シ ヨンの 創立 百年 記念 式 にはト ー マス - 

ヤングの 業績に ついて 講演した。 レ ー リ— が 深く ヤン 

グに 私淑して いたであろう という こと は、 二人の 仕事 

の 一 体の やり 口 を 比較 すれば 自ずから 首肯され るで あ 

ろう。 レ— リ ー の 持って いた ヤングの 『自然科学 講義』 

(一八 〇 七) は 鉛筆で つけたしる しがいつ ぱいで ある。 

一九 〇 五 年に この 椅子 を 去った が、 その後に も 一九 一 

〇 年と 一 九 一 四 年に 金曜の 講演 をつ とめた。 

タ— リングに おける 日常生活 を 紹介す る。 朝 九 時 家 



族が 集まって 祈禱、 寝坊して 出ない もの は 睨まれた。 

それから 朝飯まで 書斎で 書信の 開封。 朝飯 中 は 手紙 を 

読む か、 さもな くば 大抵 黙って いたが、 子供 等に は 冗 

談を 云ったり 一 緒に 騒いだり した。 朝飯 後書 斎で 手紙 

の 返事、 十 時に 助手の ゴ ルドン 出勤、 その 日の 仕事の 

打合せ、 午前中 は 大抵 読書 か 書き もの、 Phil .Mag. か 

Ann. d. Ph. が 来る と 安楽椅子で 約 半時 間 それに 目 を 

通してから 書棚へ 入れる。 書 卓で 実験の 結果の 計算、 

数式の 計算 または 論文 原稿 執筆、 途中で 時々 安楽椅子 

へ 行つ て 参考書 を 読んだり 紙片 へ 鉛筆で 何 か 書きな が 

ら 黙想したり、 天気の いい 日 は 温室 や 庭 を 行った リ来 



あった。 豚と その 習性に 興味が あった。 夏 は 散歩の 代 

リに 口— ン テニス もやった。 かなりう まかった が、 五 

十 歳 後 は 止めて しまった。 実験室で 一、 二 時間 仕事 を 

してから お茶になる。 一杯の 茶が 有効な 刺戟剤で あつ 

た。 仕事の 難点が 一 杯の 茶 をのんで しまう とする する 

と 解決 するとい うこと も 珍しくなかった。 お茶の 後、 

ことに 冬季 はよ く 子供達と 遊 んだ。 ポンチ の 漫画 を 見 

せたり、 また Engineering 誌の 器械の 図 を 見せたり、 

また のぞ 

また 「ロンドン を 見せて やる」 と 称して 子供に 股視き 

を させ、 股の 間から 出した 腕 をつ かまえて、 ひつ くら 

返す 遊戯 をした。 しかし 子供の 不従順に 対して は 厳格 



者の 名前の 外に 英国 一 流 政治家の 名前 も 見える。 

一 八 九 二 年に はソ リス ベリ ー 卿の 懇請で エセックス 

州の 名誉 知事 (Lord Lieutenant) を 引受けさせられ 

た。 一九 〇 一 年ボ— ァ 戦争後、 軍隊 組織に 関する 新し 

い 職責が 加わった ので 辞職した。 その 時の 辞表が 一枚 

の 紙片に 鉛筆で 書いた もので あつたので 当局者 は 苦い 

顔 をした そうで ある。 彼 は その 頃 色鉛筆 を 愛用して い 

た。 

一 八 九 五 年に は トリ 二 ティ • ハウス (海事 協会) の 

学術 顧問に 聘 せられた。 かって は ファラ デ—、 ティン 

ダルの 務めた 職で ある。 一八 九 七 I 一九 一三 年の 間、 



しばしば 所属の ヨット、 イレネ 号に、 国王 や 王子 その 

他の いわゆる Elder brethren と 一 緒に 乗 込んで 燈台 

の 検分 をしたり、 燈光ゃ 霧 報 (fog-signals) の 試験 を 

した。 これに は 色 や 音に 関する 彼の 知識が 役に立った 

ので ある。 

国民 科学 研究所 (National Physical Laboratory) 

の 設立が 問題と なって 調査 委員会が 出来た ときに レ— 

リ ー が 議長に 選ばれ、 いよいよ 設立と なった ときには 

副 委員長と な つ た。 研究所 長に ダレ ー ズブ ルツ クが推 

挙 された の は、 レ— リ— の 考えから 出た に 相違ない。 

この ^立に 際して 中心人物 となる に はレ— リ— は 最も 



かった ようで ある。 純粋な 自由 研究と 政府の 要求に 応 

ずるよう な 功利的 研究と の 融和 塩梅 も 最も 痛切な 困難 

であった らしい。 一九 一九 年 彼の 死ぬ る 少し 前に 辞表 

を 出し、 間もなく グレ— ズ ブルック も 停年で 退職した。 

一 八 九 七 年頃 レ— リ— は 自分の 仕事が 少し だれ 気味 

になる の を 自覚した。 それで 気 を 変える ために 休暇の 

必要 を 感じた。 一 八 九 八 年の 初めに インドの プ ー ナ— 

かいきにっしょく 

(poonah) で 皆既 日蝕が 見られる というので 思い立つ 

て 十月 末に コロン ボ 行の 船に 乗って 出掛けた。 インド 

では 到る ところで 歓迎され たが、 それ は 貴族と してで 



あって、 彼 を 迎えた 人達 は 彼の 科学 上の 仕事な ど は 全 

く 知らない ように 見えた。 彼 は インド 魔術 を 面白がり、 

夫人が いろいろの、 彼から 見る と 無駄な 買物 をす るの 

を 気にした りした。 

一 九 〇〇 年 軍務 局で 爆発物 調査 委員会が 設置され た 

とき、 レ— リ ー が 委員長に 選ばれた。 彼の 好みに は あ 

まり 合わない この 仕事 を、 彼 は 愛国 的 感情から 引受け 

たと 云われて いる。 無煙火薬の 形 を 管状に する 方が 有 

利で あると いう こと を 論じた 論文が 全集の 第五 巻に 出 

ている の はこうい う 機縁に 因る ので ある。 

一 九 〇 一 年に は Chief Gas Examiner (ガス 受給に 



関する 監督 局の 長官) に 任命され、 ガス 法規 修正案の 

調査 会の 議長と なり、 また 訴訟 問題の 判定に 参与した 

とど 

りした。 この 職に は 死ぬ まで 停まって いたので ある。 

一 九 〇 一 年に ロンドンの チュ— ブ 地下鉄 道が 開設 さ 

れ たが、 このために 家が 振動して 困る という 苦情が 出 

たので、 政府 は そのために 調査 委員 を 設け、 レ ー リ— 

が 委員長に なった。 色々 実験の 結果 モ— タ ー の 取 付け 

に 適当な 弾条 をつ けた だけで、 この 問題 は 容易に 解決 

された。 

青年時代に 手 をつ けた 「空の 青色」 に関する 問題が、 



二十 六 年後の 一 八 九九 年に 現われた 論文で 取扱 われて 

いる。 空気 分子 自身に よる 光の 分散に よって 青色が 説 

明され、 それから 分子 数が 算定され る 事 を 示した。 

永い 間レ— リ ー の 手足と なつ て 働いて 来た ジョ— 

ジ .ゴ ルドンが 一 九 〇 四 年の 暮に 病死した。 それから 

一年 ほど は 助手な しで あつたが、 子息すな わち 現在の 

レ— リ— 卿が 休暇で 帰って いると き は 父 を 助けて ガラ 

ス 吹き や 金工 を やって いた。 一九 〇 五 年に 新しい 助手 

J. C. Enocic を 得た が、 この 人 は 一九 〇 八 年に タ— リ 

ングを 去った。 

一 八 七 六 年頃から 音の 方向 知覚の 問題に 興味 を 感じ 



ていたが、 一九 〇 六 年に 到って、 両耳に 来る 波の 位相 

の 差が この 知覚に 重要な 因子で ある こと をた しかめた。 

一 八 九九 年に 彼の 全集の 第一 巻が 出た。 この 巻頭に 

聖 sg- の 一 節- Tlie works of the Lord pre TOreelt, M 

を 刷る つもりで あつたが、 出版 所の 秘書が 云いに くそ 

うに 「これで は、 ひょっとすると、 Lord すなわち 貴方 

だと 読者が 思う かもしれ ません が」 と 注意した。 なる 

ほどと いうので この 句 は 別の 句に 移した。 

全集の 終りの 第 六卷は 彼の 死んだ 翌年に 出た。 論文 

の 総数 四 六 六で ある。 彼の 論文の スタイル はコン サイ 

スで 一 種 独特の 風貌が ある。 数学的 論文と 純 実験的 論 



認めない 訳に は 行かなかった。 一九 〇 二 年 エド ヮ —ド 

王が Order of Merit を 設けた 時に 最初に 選ばれた 十 

二人の 中に レ ー リ— の 名 も 入って いた。 ケルヴ イン や 

キチナ ー 将軍 や 画家の ワッツな ども 顔 を 並べて いた。 

また 一 九 〇 四 年に はノ — ベル 賞 を 受けた。 一 九 〇 五 年 

に は 王立 協会の 会長に 選ばれた が、 五 年の 期限が 満た 

ない 三年 後に 辞任した。 その 理由 は、 長い 海外旅行 を 

したいと いうのと、 少し 耳が 遠くて 困る というのと、 

外国語が よく しゃべれな いので 外国人との 交渉に 不便 

だとい うのであった。 一 九 〇 八 年 ケンブリッジで 名誉 

総長 デヴ オン シャャ ー 公が 死んで、 その 椅子が レ— 



ものであった ので、 総長 レ— リ— は 上院で 反対 演説 を 

した。 

レ ー リ— は 前から 南洋の 島々 を 見た い と いう 希望 を 

もっていた。 一九 〇 八 I 九 年の 冬の 間に 南アフリカへ 

遊びに 来ない かとい う 招待 を、 時の 南ァの 長官 セル 

ボ— ン 卿から 受けた ので、 そのつ いでに 南洋へ も 廻る 

気で 出かけた。 しかし ケ— プ から シ ドニ ー への 荒い 旅 

路は 遂に 彼の 南洋 行 を 思い止まらせた。 アフリカで キ 

ンバ— レ—、 ヴィク トリ ァ滝を 見て プレトリアへの 途 

上 赤痢に 罹り、 その 報知 は ロンドン を 驚かせた。 それ 

から ナ タル、 ザ ンジバ ー ルをも 見舞った。 アフリカ 沿 



講演で は 飛行機の 原理 を 論じ、 ヘリ コプ テル や 垂直 ス 

クリ ュ ー にも 論及した。 それで 航空 研究 顧問 委員会が 

組織 さ れた ときに 彼が 委員長 になった の も 偶然 ではな 

い。 航空 研究に 関して 彼の 極めて 重要な 貢献 は 「力学 

的 相 你 の 原理」 (p-rinciplle of dyn ひ mic ひ 1 similarityv 

の 運用であった。 これがなくて はすべ ての 模型 実験 は 

役に立たな いので ある。 短い 論文た だ 二つで はあった 

が、 これが この 方面の 研究の 基礎と なった。 

レ— リ— が 公衆 の 面前に 現われた 最後 は 心霊 学界の 

会長 就任演説 (一九 一九) をした 時であった。 この 演 

説 も 全集に 収められ ている。 



一 九 一 七 I 一 八 年の 冬 頃から どうも 脚が 冷えて 困る 

と 云って こぼして いた。 一九 一八 年の 夏 は 黄疸で ニ箇 

月 寝込んだ。 彼 は 自分の 最後の 日の あまり 遠くない の 

を 悟ったら しかった。 それでも やはり 仕事 を 続け、 一 

九 一 八 年に は 五篇、 一 九 一 九 年に は 七篇の 論文 を 出し 

た。 

一 九 一 八 年の 暮バ キン ガム 宮で 大統領 ウィルソンの 

ために 開かれた 晩餐会に 列席した。 明けて 一九 一九 年 

正月の 国民 科学 研究所の 集会に 出た 時に 所長の 重職 を 

辞したい と 申出た が、 一同の 強い 勧誘で 一先ず 思い 止 

まった。 その 時の ついでに 彼 は インペリアル カレッジ 



の 実験室に 長子 をお とずれ た。 丁度 その 時 子息が 実験 

していた 水銀 燈を 見た ときに、 彼 は、 干渉縞 〔# 「干渉 

縞」 は 底本で は 「干渉 稿 匕 の 写真 を 撮って、 それで 光学 

格子 を 作る という、 自分で 昔 考えた 考察 を 思い出した _ 

しかし タ— リングの 設備で は 実行が 出来ない ので あつ 

た。 それで、 次に ロンドンへ 来た 折に 二人で 一緒に 

や つ て はどう かと いう 子息の 申出 を 喜んだ ように 見え 

た。 それから 帰 宿の 途中、 地下鉄の 昇降 器の 中で 卒倒 

したが、 その 時 はすぐ に 回復した。 

一 九 一 九 年 五月 十八 日の 日曜、 例の 通り 教会へ 行つ 

たが 気 分が悪いと 云って 中途で 帰宅し、 午後中 ソファ 



で 寝て いた。 翌朝 は 臥床 を 離れる 元気がなかった。 五 

月 二十 七日と 二十 八日と は 好天気であった ので、 戸外 

の 美しい 日光の 下で お茶に 呼ばれる ために、 二階から 

やっと 下りて 来た。 六月 一日 長子が 週末で 帰省した と 

きに、 自分 はもう 永く はない が、 ただ 一 つ 二つ 仕上げ 

てお きたい ことがあ ると 云った。 六月 二十 五日に は 

「移動 低気圧」 に関する 論文の 最後の 一 節 を 夫人に 口 

授 して 筆記 させ、 出来上がった 原稿 を Phil. Mag. に 送 

ら せた。 六月 三十日に は 少し 気分が よさそう に 見えた _ 

晚餐後 ミス .ォー ス テンの 小説 『エンマ』 を 読んで い 

た。 しかし 従僕が 搆部を 下げに はいって 見る と、 急に 



心臓麻痺 を 起して いたので、 急いで 夫人 を 呼んで 来た。 

それから 間もなくもう すべ てが 終って しまった。 

葬式 はタ ー リングで 行われた。 キング は 名代 を 遣わ 

して 参列 させ、 その他 ケンブリッジ 大学 や 王立 協会の 

主要な 人々 も 会葬し、 荘園の 労働者 は 寺の 門前に 整列 

した。 墓 はタ— リング • プレ ー スの 花園に 隣った 寺の 

墓地の 静かな 片隅に ある。 赤い 砂岩の 小さな 墓標に 

は- Tor now we see in a TOlass darkly, .hut then face rto 

face." と 刻して ある。 その後 ウェスト ミンス タ ー • ァ 

ベ ー に 記念の 標石 を 納めようと いう 提議が 大学 総長 や 

王立 協会 会長な どの 間に 持 出され、 その 資金が 募集 さ 



れた。 標石の 上の 方に は 横顔 を 刻した メダ リオンが 付 

いている。 レ ー リ ー の 私淑した と 思わる るト ー マス- 

ヤングの 記念 標と 丁度 対称的に 向き合つ ている。 除幕 

式 は 一九二 一年 十一 月 三十日、 ジェ！ ジェ ー • タム 

ソンの 司会の 下に 行われた。 その 時の タム ソンの 演説 

はさす がに レ ー リ ー 一 代の 仕事に 対する 簡潔な 摘要と 

も 見られる ものである。 その 演説の 要旨の 中から、 少 

しばかり 抄録して みる。 

「レ— リ— の 全集に 収められた 四 四 六篇の 論文の ど 

れを 見ても、 一つと してつ まらない と 思う もの はない 

科学者の 全集のう ちに は、 時の たつう ちに は 単に 墓石 



ない ご 「優れた 科学者の うちに、 一 つの 問題に 対する 

『最初の 言葉』 を 云う 人と、 『最後の 言葉』 を 述べる 人 

とあった としたら、 レ— リ— は 多分 後者に 属した かも 

しれない ご 

しかし 彼 はまた かなり 多く 「最初の 言葉」 も 云って 

いるよう に 思われる。 

(附記) 以上 は ほとんど すべて Robert Jotm 

すなわち 現在の レ— リ— 卿の 著書" John 

William Mrt2rt^ H^^a Beiron RayieiTOh" 力、 ら 抄録 

した ものである。 ここで は 彼の 科学的な 仕事より 



が 明らかに なると 同時に、 また 彼のす ベての 仕事 

の 必然性が 会得され るよ うな 気が する。 科学 の 成 

果は箇 々の 科学者の 個性 を 超越す る。 しかし 一 人 

の 科学者の 仕事が 如何に その 人の 人格と 環境と を 

鮮明に 反映す るか を 示す 好適 例の 一 つ を 吾々 はこ 

のレ— リ ー 卿に 見る ので ある。 

冒頭に 掲げた 写真 (省略) は 一九 〇 一 年 五十 九 

歳のと きので ある。 マ クスゥ エルと ケルヴ インと 

レ ー リ— とこの 三人の 写真 を 比べ て 見る と 面白い 

マ クスゥ エルのに は 理智が 輝いて おり、 ケ ルヴィ 

ン のに は 強い 意志が 睨んで おり、 レ ー リ ー のに は 



温情と 軽い ュ— モア— が 見える ような 気がする 

これ は 自分 だけの 感じ かもしれ ない。 

(昭和 五 年 十二月、 岩波 講座 『物理学 及び 化学』) 
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